
項目
数 № 分野 重点目

標 評価項目・取組状況 達成状況 改善方策 評価項目 実施方法 総合

1 宮川幼稚園

１　教育課程の推進
２　幼児期から就学施
設への円滑な接続の
推進
３　地域と連携した豊
かな保育や子育て支
援

2 1 教育課程
１
２

〇身近な生き物とのふ
れあいや、草花、自然
の事象に心をとめ、幼
児・職員・保護者が能
動的・主体的に関わり、
試行錯誤しながら、意
味を見出せる方法を模
索してきた。また、実体
験を軸にICT機器を活
用しながら幼児・保護
者・地域が連携できる
ように可視化してきた。
幼児、職員、保護者が
共に探究する意欲がも
てるように環境を設定
してきた。
〇小中学校と連携し、
相互に訪問する機会を
つくった。幼児が小中
学校の環境や先生・児
童・生徒に親しみをも
ち、成長することへの
期待感を高められるよ
うに連携を図った。

A

〇芦屋市の教育課程
に沿って実体験を中心
にICT機器を活用しな
がら主体的・対話的な
保育を展開していく。幼
児の「好き」「もっと知り
たい」という気持ちを引
き出し、科学する心が
芽生える保育を目指し
ていく。そのために家
庭・地域・教育財団等
の評価を受け、子ども
たちの２年間をかけて
の変容を確かに捉え、
就学以降の育ちにつな
がるよう日々の検証を
行う。

〇日々の生活
の中から子ど
も達の疑問や
思いを引き出
し、子どもたち
の探究心と可
能性をひきだ
す保育を展開
している。
〇２年間の育
ちの過程がよく
わかる。とくに
年長は２年間
の変容がよく
わかる。
〇教育施設間
の連携におい
て互いに刺激
しあい有意義
なものとなって
いる。来年度も
子どもたちの
育ちを願い連
携を推進され
ることを願う。

〇評議員会及
び学校関係者
評価委員会を
対面で行った。
〇保育の様子
を参観いただ
く。
〇保護者アン
ケートを実施、
集約して保護
者へ周知して
いる。
〇学校評価ア
ンケートの結果
や日々の生活
を可視化し、評
価を受ける。

〇少人数を感
じさせない保育
である。園児数
の減少を食い
止めるために
地域として協
力していきた
い。
〇実体験をも
とにICTを活用
した将来を見
据えた保育実
践を評価する。
とくに年長児の
発信する力が
ついている。子
どもたちの今
後が楽しみで
ある。

地域連携

2 岩園幼稚園

１ 幼児同士が響きあ
い、学び合える教育の
推進
２ 幼児期から小学校
期への円滑な接続の
推進
３  地域と連携した心
豊かな保育や子育て
支援

2 1
教育課程
指導

1・２

〇幼児が安定する環
境作りをし、遊びに心
ときめき、友達とひら
めきあい、響きあう保
育の推進をする。
　3年間の継続したカ
リキュラムに基づい
て、幼児の興味・関心
に応じた遊具、用具、
素材などを準備した
り、自然環境を取り入
れたりすることから幼
児の主体的な活動を
支え、幼児の成長に
繋げてきた。

〇こども園、保育所と
幼児の交流の機会
や、職員研修の場を
もった。近隣の小学
校２校と幼児、児童の
交流を計画的にした
り、幼稚園、小学校の
連携に繋がる研究会
に参加しあえたりし
た。

A

〇幼児の内面の動き
をより細やかに捉え
るための記録を職員
間で工夫してきた。ま
た、職員間で話し合
い、対話する機会を
もってきたことで、全
職員が共通理解を図
り、幼児の育ちを支え
る保育を実践した。

〇１１月に東支部研
究会を行い、保育公
開や実践発表をし
た。小学校や就学前
施設との意見交流が
できた。

〇３年保育を通し
て各学年のねらい
に基づいた保育を
実践していることが
よく分かる。またク
ラスの幼児同士や
他学年との関わり
も「響きあう」という
視点から、幼児が
成長していることが
感じられた。
〇次年度に向けて
「探究」に視点を当
てて取り組んでいく
ことは、小学校と繋
がっていることであ
る。
〇チャレンジの保
育参観や劇遊びの
実践から、一人一
人の幼児が主体的
に取り組み、友達
と関わりを深めて
いることが分かる。
職員の幼児への丁
寧な内面の読み取
りと、継続した支え
がある。

園の教育目
標、重点目標
から評価項目
を選び、保護
者対象の教
育アンケート
と教職員対象
の自己評価
が適切に実
施されてい
る。

重点目標に
対しての取組
は適切になさ
れ，次年度に
向けての改善
方策も考えら
れている。

子育て支援

3 小槌幼稚園

１　心も体もたくましい
幼児を育むための教
育の推進
２　幼稚園や地域の特
性を生かした保育内
容の実施
３　子育て支援の充実

2 1 教育過程
1
２

・園の教育目標である「心も
体もたくましい幼児の育成」に
向けて、大阪総合保育大学
の講師の先生をお招きし、市
内公開園内研究会を行った。
園の研究テーマでもある幼児
が心わくわくし、幼児がつな
がり合うための教師の援助に
ついて研究を深めた。幼児の
内面を細やかに読み取り、心
わくわく、やってみたいと思う
ことが学びの芽になること、
幼児が主体的に遊ぶために
教師はどのような立ち位置で
どのように援助をしていくかを
常に考え援助をしていくこと
の大切さを学んだ。
・同志社大学の先生を講師に
お招きし、年間8回、運動遊び
（巧技台、鬼ごっこ）に取り組
んだ。個々の運動機能が育
まれたことはもちろんである
が、友達同士思いを出し合い
ながら共に遊ぶ楽しさを味わ
うことにつながった。
・園の畑で野菜を育て収穫を
する喜びや収穫物をみんなで
いただき、食育の推進に努め
た。
・園が中心となり地域の就学
前施設と、年間を通し交流を
深めた。互いの教育を知り教
師の資質能力を高め合う機
会となった。

Ｂ

・今後も、一人一人の
幼児の内面を細やかに
読み取り、幼児理解に
努める。
幼児がやってみたいと
思う学びの芽を育み、
友達とつながり合いな
がら成長できるように
環境作りや教師の援助
を探り、継続して研究を
深めていく。
・園内研究会を通して、
講師の先生からの指導
を職員で共有し、教師
の資質を高めることで、
幼児の育ちにつながる
ように努めていく。
・地域の就学前施設と
の交流では、幼児期の
育ちを小学校へと接続
できるように、園が中心
となり進めていく。

・２月に実施した
「教育評価アン
ケート」でも園の教
育活動への高い評
価を得ており、保
護者の幼稚園への
信頼が伺える。
・子どもが幼稚園
に通うことを喜んで
いるという問いで
は「そう思う」に１０
０％の評価されて
いることが素晴らし
い。小学校、中学
校へもつなげていく
ことが大切である。
・一年を通して、子
どもが成長してい
ることがよく見え
る。今後も、園が中
心となり、近隣の
就学前の施設との
交流や小学校への
学びの接続をしな
がら幼稚園教育を
よさを大切にして
いってほしい。

・教育評価に
関する保護者
アンケートを
実施、集約
し、保護者に
周知した。
・重点目標に
対しての取り
組みは適切
になされてい
る。

・保護者の教
育評価は具
体的に丁寧に
実施されてお
り、園におけ
る教育活動の
取り組みは良
好である。今
後も、家庭や
地域との連携
を大切にし、
園の特徴を活
かしながら、
教育活動や
内容を考え、
工夫していく
ことを期待す
る。

子育て支援

令和７年度　学校評価　幼稚園結果

№ 幼稚園名 今年度重点目標

学校自己評価結果 学校関係者評価
表示以外の
評価「分野」

令和８年３月末　学校教育課まとめ



4 西山幼稚園

１　響き合う仲間を育
むための教育の推進
２　心豊かな幼児を育
む地域との連携の研
究
３　子育て支援活動の
充実

2 1 教育課程
1
２

〇響き合う仲間を育む
ための教育の推進
友達と互いに思いを出
し合い、認め合えるよう
な保育を実践してきた。
行事でも友達と協力す
る中で、個々が充実感
や達成感を味わえる経
験となった。
〇心豊かシートを活用
し、幼児の「学びに向か
う力」を多角的に分析し
た。個々の育ちを捉え
た研究を進めたことで
より適切な支援や指導
につながった。
〇小中学校・保育園、
こども園と計画的に交
流をもったり、地域の方
に行事に参加していた
だき、多様な人々と関
わる喜びや親しみ、つ
ながりを育んだ。

A

・個々の幼児の内面
理解をさらに深め、友
達と協力し、認め合い
ながら、響き合う保育
を具現化していく。
・異年齢活動の計画
を一層充実させ、幼
児の育ちにつながる
ようにする。
・幼小中での連携に
ついて、教員の連携
や研究を深めていく。
地域の保育園、こど
も園との計画的な交
流を継続し円滑な接
続と幼児の成長を支
える連携体制をさら
に強化する。

・アンケートの結
果や参観の様子
から、園児の心
身の健やかな成
長が伺える。教
諭が一人一人の
個性を丁寧に把
握し、少人数の
よさを生かしたき
め細やかな指導
が行われてい
る。
・城山登山やモ
リアオガエルの
飼育など、豊か
な自然環境を生
かした西山なら
ではの特色ある
保育が実践され
ている。
・地域の保育園
こども園との交
流は、園児や地
域にとって、極め
て有意義であ
る。今後もつな
がりを継続・深化
させていくことを
期待する。

園の教育目
標、重点目標
から評価項目
を選び、保護
者対象の教
育評価アン
ケートと教職
員対象の自
己評価が適
切に実施され
ている。また、
回収率が１０
０％であるこ
とがよい。

教育活動の
取り組みや教
育評価は良
好である。今
後も、家庭や
小中、地域と
の連携に努
め、安心して
幼児が過ごせ
る幼稚園とな
るよう、教育
内容や子育て
支援の推進、
情報発信の
方法の画策を
期待する。

子育て支援

5 潮見幼稚園

１　健やかな心と体の
育成
２　環境を生かした園
経営
３　開かれた幼稚園づ
くり（子育て支援）

4 1 教育課程
1
２

心身共に健康でたく
ましい幼児を育成す
ることを目指し、チャ
レンジ遊びや運動遊
びを取り入れてきた。
年長と年少の異年齢
の活動「うきうきタイ
ム」を充実させた。言
葉が通じない外国に
ルーツのある子も、一
緒に体を動かす遊び
を楽しむことで、心が
通じ合えた。保育の
様子をブログや動画
等で発信し、幼稚園
教育の理解を深め
た。

Ｂ

木村泰子先生を講師
に、継続した研究体
制を作る。多様性を
認め合う仲間づくり、
異年齢の交流も充実
させていく。年間計画
を見直し、保育のねら
いや教師の願いを保
護者や地域の人々に
今後も分かりやすく発
信していく。

恵まれた環境
の中で様々な
体験をし、幼
児は主体的で
逞しく育って
いる。様々な
国からの入園
があり、多様
性を認め合う
仲間づくりが
できている。
年長児は年
少児を思いや
る気持ちが、
年少児は年
長児にあこが
れる気持ちが
育っている。
本園の教育
方針に保護
者も満足して
いる。

・学校評議員
会を３回開催
し、教育の取り
組みを写真や
動画で紹介し、
意見をいただ
く。
・日々の保育
内容や取り組
みをブログや
園だよりで発
信している。
・運動会や生
活発表会など
参観してもら
う。
・保護者アン
ケートの結果を
集約し、保護
者と評議員に
周知している。
職員アンケート
の結果は評議
員に伝えてい
る。

様々な体験が
できる取り組
みが素晴らし
い。主体性を
大事にし、自
分で考え行動
する力と、友
達とつながる
力を育んでい
る。保護者が
とても熱心
で、潮見幼稚
園愛がすご
い。子どもが
満足している
から保護者も
満足してい
る。

園経営


